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学習目標 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことによって、企業活動
に有用なプログラムと情報システムの開発に必要な資質・能力を育成します。 

 

キャリア 
教育の視点 

 近年の急速な情報化の進展の中で必要になっているプログラミングについて、生活でのコ
ンピュータの活用や問題の解決に必要な手順の理解、プログラミング的な思考の習得、コン
ピュータの働きを活かそうとする態度を養います。 

 
 学習計画及び内容  考 査 
 
１ 
 
学 
 
期 

４月 
 

５月 
 

６月 
 

７月 
 

第１章 情報システムとプログラミン    
   グ 
 
 
第２章 アルゴリズム 

 プログラミングの流れについて、基
礎的な知識を学びます。 
 
 
 アルゴリズムの表現技法などアルゴ
リズムに関する知識、技術を身に付け
ます。 

 
 
 
 
 
期末考査 

 
 
２ 
 
学 
 
期 

８月 
 

９月 
 

10月 
 

11月 
 

12月 
 

第３章 プログラムと情報システムの 
開発 

 
 
第４章 情報システムの開発演習 

 開発したシステムの評価などシステ
ム開発の手順について学びます。 
 
 
 企業の業務改善に役立つプログラム
を学びます。 

 
 
 
 
 
 
 
期末考査 

３ 
 
学 
 
期 

１月 
 

２月 
 

３月 
 

第５章 ハードウェアとソフトウェア ハードウェアとソフトウェアに関す
る知識、技術を身に付け、ハードウェ
アの機能とソフトウェアの効果的な活
用について学びます。 

 
 
 
 
 

 
学 
習 
の 
方
法 

コンピュータを使用した実習を中心に授業を行い、プログラミングについてのスキルを身に付けて
いきます。また、ハードウェア・ソフトウェアを中心に、基本知識や用語を学習し、理解を深めてい
きます。検定取得にも積極的に取り組み、上位級取得に向けて学習していきます。 

 
評 
価 
の 
仕
方 

 知識・技術は、定期考査の成績と平常点で評価します。平常点は、検定の取得状況、確認テスト、
授業態度、課題や提出物などを総合的に評価します。 
思考・判断・表現は、定期考査の成績と平常点で評価します。平常点は、検定の取得状況、確認テ

スト、授業態度、課題や提出物などを総合的に評価します。 
主体的に学習に取り組む態度は、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯誤するな

ど自らの学習を調整しながらよりよく学ぼうとしているかどうかという意思的な側面を評価します。 
 
備 
考 

 

 


